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【船舶情報】
各船舶定員内の予約を行い、乗船名簿を用いて搭乗者を確認する。
船長は定数内の乗船人数を確認し運航する。
船長は船舶定員の定めを遵守する。
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船舶検査証書の交付

【救命設備搭載数】
全船舶は船員、乗客全員が救命胴衣（国土交通省認定マーク有）
を着用する。
※予約定員人数、大人、小人、幼児の定員の定めなし。乗船する全ての人員に適正サイズ救命胴衣を着用できる数を準備する。
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船舶装備着数 �� �

【事業種類】
一般不定期航路事業　登録年度2025年

【船舶運航に係わる業務、及び船舶の保安】
（運航手順）海上運行の際は、各船舶の当社実施手順に従い、定められた操船を行う。
（記　　録）運航中止の措置及び協議の結果等を発航前点検記録簿に記録。

○安全衛生管理

人命の安全、及び衛生に関する業務についての規定 
船員は船長の指示の下、乗客の乗降時安全確保を行う。
旅客に禁止事項を遵守してもらう。違反行為が起きた場合は速やかに船長の指示に従い解決策を講じる

○船舶保全

【整　　　備】
清掃を毎日実施する。船内の破損等異常の有無確認し修繕する。

【年　　　間】
各船舶の冬期整備を実施する。船を上架し船底付着物の除去、オイル、冷却装置、排気等の経年劣化箇所を確認する。
また異常のある部品は交換する。船体に異常が発見された場合、船長は、運航管理者に報告し修繕を行う。

【損害賠償保険に関する内容】
船客傷害賠償保険賠償限度額：船客１人あたり１億円
契約期間：2026年4月1日～2027年3月31日　毎年更新

【気象情報】
気象庁発表HP、確認内容（天気図、降水率、風、波高、各種注意報、警報有無）
※台風等の低気圧発生、落雷、3時間後、6時間後の海峡の変化と長期予報確認。

【輸送の安全に関する基本的な方針】
経営トップが定める明確な安全方針に基づき社内に安全最優先意識の徹底を図り、全従業員がこれを徹底して実行すべく、
当社の使 用する旅客 船の業務を安 全、適 正かつ円滑に処 理するための責任 体 制及び 業務実 施の基 準を明 確にし、
全従業員が一丸となって輸送の安全を確保する。

【船舶の保安】
運航前点検/発航前点検
船長は運航開始前に、船体、機関（エンジン）係船設備等の異常有無を確認し、異常が認められた際は運航管理者に報告し運航可否判断を行う。

【アルコール検査】　
船長は検知器を使用し第三者立ち会いのもとでアルコール検査を行い検査記録に記入する。



【輸送の安全に関する重点施策及びその達成状況】　　
令和7年度は、法令遵守を徹底し、船舶輸送の安全確保を重視し船舶の点検整備体制を強化する。
また、安全教育や訓練の実施を通じて乗務員の技術向上を図り事故防止に努める。

【安全統括管理者及び運航管理者に係る情報】
安全統括管理者　：　OMRCディレクター（取締役）　  令和8年3月18日選任  資格者証取得
運航管理者　　　：　OMRCディレクター（取締役）　  令和8年3月18日選任  資格者証取得

船舶の点検、整備体制を船長、甲板員二人による二重確認体制をとり、安全な確保の強化を行った。
また、令和7年新入社員に特定教育訓練を実施。
使用船舶に自動船舶識別装置Aisを搭載し位置情報を発信

達成状況

特定教育訓練を計画的に行い、令和8年新入社員に特定教育訓練を実施開始。
定期的な訓練を実施する事で、既存の船長や甲板員も再教育の場が設けられ、全体の技術と知識の向上がみられる。

令和8年度は、継続的な教育訓練と技術向上を通じて輸送業務における安全性の最大化を目指す。

状況


